
〔1〕

印刷会館（撮影日不明）

内　田　信　吾
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より全日本印刷工業組合連合会の各事業に対し
ご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。
　2026年は地政学的な諸問題、貿易関税の問題やインフレ経済移行への諸問題などを昨年
から引継ぎスタートしました。歴史を振り返りますと激動期を生きた孟子は物事を成し遂げ
るには天の時、地の利、人の和が重要で、特に人の和が最も大切と説いております。これは我々
が掲げるCSR経営に通ずるものと思われます。一方、天地人の言葉の中で本年のキーワード
は「地」であると私は考えております。地とは、地理・地勢を意味し現場・地盤・地域・地
球といった意味をも内包するものです。我々印刷産業は「足もとを確かめ、産業を再構築す
る」ことを早急に進めなくてはならないと感じています。AIなど技術革新が加速度的に進
む一方、現場と地域に根差した新たな価値創出こそが、印刷産業が未来へ歩みを進める上で
不可欠であると思います。
　ところで価値創出を実践するにはまず確かな地盤が必要です。本年、まず重視して取り組
むのは「取引適正化」と「知的資産の保全」です。これまで印刷業界では価格転嫁や権利処
理が十分に行われず、企業の持続性を損ねるケースも散見されました。取適法が施行される
中、その根本的課題に向き合うため経済産業省の確認を得たうえで、業界として初となる統
一的な「基本取引契約書の雛型」を策定し、全国での普及を進めます。これは単なる書面整
備にとどまらず、印刷産業が社会から信頼される商慣行を確立し、次の世代に健全な産業基
盤を引き継ぐための重要な礎となるものです。
　さらに地域社会との連携強化も本年の大きなテーマです。印刷会社は行政・教育機関・企
業団体などあらゆる産業と接しており、地域経済のハブとして独自の強みを持っています。
こうした地域密着の特性を生かし、自治体や地域の課題解決支援を行うローカルゼブラ企業
を目指し多様な分野での協創の推進役になるべきと考えております。
　また、地球を考える環境対応はもはや避けて通れない課題です。環境配慮認証制度の普及、
CO²排出量の算定、印刷工程の省エネ化支援、企業の実務に直結する支援策をさらに拡充し
ていく所存です。同時にデジタルメディアには無い紙メディアの価値を広く社会に発信する
ことも推進して参ります。
　2026年は印刷産業が「新たな成長の地固め」を進める一年となることを目指し、変化の
波にただ流されるのではなく、現場の知見を尊重し、地域に寄り添い、技術革新を柔軟に取
り入れ、共に未来を切り開いて行く年としましょう。
　本年が、印刷産業にとって新たな飛躍の年となるよう、引き続き皆様のお力添えを賜りま
すようお願い申し上げますとともに、各組合員のますますのご発展と皆様のご健勝を心より
祈念し、年頭のご挨拶といたします。

新年のご挨拶新年のご挨拶
 「足元を固め、価値協創を」

全日本印刷工業組合連合会　　

会　長　瀬　田　章　弘
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令和７年10月14日（火）14:00～ 14:30
⑴印刷会館の購入について

令和７年12月５日（金）14:30～ 15:15
⑴長崎県印刷工業組合
　①事業報告
　②青年部報告
　③11月末収支報告
　④令和８年度総会について
　⑤全印工連・九地協報告
　⑥商工組合中央金庫の株式取得について
　⑦�令和８年新年互礼会・工業組合創立70
周年記念式典について

　⑧その他
⑵本木昌造顕彰会
　①本木昌造記念事業報告
　②寄付金返戻品について
　③11月末収支報告
　④その他

長崎県印刷工業組合臨時総会

令和７年度第４回理事会

活 動 報 告

〇令和７年10月10日（金）
　全印工連創立70周年記念行事
　於：東京都
　内田理事長・毎熊副理事長
〇令和７年10月21日（火）於：印刷会館
　長崎県との情報交換会の事前打合せ
　�内田理事長・毎熊副理事長・岩永寛毅理
事・岩永健理事・平山監事・長崎支部松
山理事

〇令和７年10月24日（金）
　�長崎市経済産業部・企画制作部との情報
交換　
　内田理事長・毎熊副理事長
〇令和７年11月10日（月）於：長崎県庁
　長崎県物品管理室との情報交換
　�内田理事長・毎熊副理事長・岩永寛毅理
事・荒木理事・岩永健理事・平山監事・
長崎支部松山理事

〇令和７年11月20日（木）於：東京都
　全印工連理事会
　内田理事長　
〇令和７年11月20日（木）於：東京都
　九州地区印刷協議会理事会
　内田理事長　
〇令和７年11月22日（土）
　大阪府工組東和支部来訪
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今 後 の 予 定

各 支 部 の 状 況

長崎支部

〇令和７年11月23日（日）
　長崎高等技術専門校
　「みんなの技能ひろば」於：長与町
　内田理事長

○令和７年11月９日（日）
　ボウリング大会　長崎ラッキーボウル
　�今年は総勢27名が参加し、大いに盛り
上がりました。

○令和７年12月５日（金）
　セミナー・例会　　於：印刷会館

講師に㈱みつや　代表取締役社長光山忠
良氏をお迎えし「2025年印刷業界10大
ニュース」をご講演いただきました。
忘年会　　於：中華菜館福壽

賛助会員・組合員27名が参集し楽しく
賑やかな時間を過ごしました。

○本木昌造墓地清掃
　日時：令和７年12月25日（木）
　場所：大光寺
○長崎県中小企業団体中央会役員会
　日時：令和８年１月９日（金）
　場所：ホテルニュー長崎
○福岡県印刷関連団体協議会新年賀詞交歓会
　日時：令和８年１月10日（土）
　場所：ホテルオークラ福岡
○印刷組合創立70周年記念新年互礼会
　日時：令和８年１月15日（木）17時～
　場所：サンプリエール
○九州地区印刷協議会下期定例会
　日時：令和８年３月６日（金）
　場所：ニューウェルシティ宮崎

☆結果
優　勝　栗崎倫太郎さん（正文社印刷所）
準優勝　岩永　介斗さん（正文社印刷所）
第３位　松本　涼香さん（昭英印刷）
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　2025年11月15日に「九州沖縄青年印刷人の会 長崎大会」が開催されました。九州・沖縄
各地からそして全青協の西岡議長、緑友会清水会長多くの皆様に参加して頂きました。本年
は長崎で生まれた近代活版印刷の祖「本木昌造」の没後150 年にあたることから、本木昌
造が伝えた活字鋳造法や偉業を称え大光寺で墓参をおこない、本木昌造の足跡紹介を顕彰会
の毎熊会長にお話しいただきました。懇親会では内田理事長の乾杯挨拶、会旗引継ぎまで滞
りなく終えることが出来ました。最後に、開催にあたりご尽力いただいた関係者の皆さまに
深く感謝申し上げます。� 青年部会長　山口　善也　

　今回で11回目の開催となった「としょかんde活版」は、初めて長崎市立図書館入り口で
開催しました。今年は本木昌造翁の没後150年という節目の年で、２階では偉業や活字に関
する展示、１階会場横でビデオ上映も合わせて行いました。本木活字を用いた手動活版印刷
機による体験を行い、自分の手で作り上げる事に喜びを感じたり、熱心に活版印刷について
聞かれるお客様もいらっしゃって、200名以上の方にお越しいただき盛況に終えることが出
来ました。本木昌造翁の偉業を伝えるイベントとして意義を見出せて良かったと思います。
一方で、活字を自分で組みた
いというお声もいただきまし
た。現在、活版印刷は手仕事
の温かみや独特の風合い、立
体感を楽しめることから人気
が再燃していると言われてい
ます。今後も継続的な開催を
目指し、より充実した体験型
イベントを企画・提供してま
いります。ご参加くださった
皆様、ご協力いただいた関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。
� 青年部　江川　　翔　
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賃金引き上げの支援策（厚生労働省）
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〒811-2221　福岡市糟屋郡須恵町大字旅石60-22

TEL / 092-692-8738　FAX / 092-692-8739
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〒８５０ー０８７５　長崎市栄町４ー２０

ＴＥＬ（０９５）８２６－８１５５・ＦＡＸ（０９５）８２３－３３７２

（資）井上勲紙店

児島洋紙株式会社

本　　　社 〒８１０-８７３１ 福岡市博多区中洲中島町２番１号
 電話  ０９２（２９１）１３３１  ＦＡＸ  ０９２（２７１）２６３８

北九州営業所 〒８０３-０８０２ 北九州市小倉北区東港１丁目１番４号
 電話  ０９３（５８１）５３３１  ＦＡＸ  ０９３（５７１）５４１７

長崎営業所 〒８５１-０１３４ 長 崎 市 田 中 町 ５ ８ ２ の １
 電話  ０９５（８３７）８０４１  ＦＡＸ  ０９５（８３０）２２９１

鹿児島営業所 〒８１９-０１２３ 鹿 児 島 市 卸 本 町 ７ 番 １ ９ 号
 電話  ０９９（２６６）６３４１  ＦＡＸ  ０９９（２６６）６３７１

東京事業部 〒１０５-０００１ 東京都港区虎ノ門４丁目２番６号第二扇屋ビル５階 
 電話  ０３（３４５９）６６２３  ＦＡＸ  ０３（３４５９）６６２４
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